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令和元年度第１回  柏市史編さん委員会  次第  

 

                             日時：令和元年６月２５ 日（火）  

             午前１０時  

               場所：沼南庁舎５階大 会議室  

  

１  開   会  

 

２  委員長挨拶  

 

３  生涯学習部 長挨拶  

 

４  報告事項  

平成３０年度事業報告及び令和元 年度事業計画について  

 

５  そ  の  他  

 

６  閉   会  

 

配付資料１  
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   柏市史編さん委員会委員  

 

 

番

号  

選 出 区

分  
氏  名  職  等  

正副  

委員長  

１  
学識  

経験者  
中村
なかむら

  勝
まさる

 
中村順二美術館長  

（近世近代史研究）  
◎  

２  〃  後藤
ご と う

  敏
とし

 
農業  

（史料所蔵者）  
 

３  〃  清藤
せいどう

 一
かず

順
のり

 
八千代市立郷土博物館長  

（原始古代研究）  
 

４  〃  髙林
たかばやし

 直樹
な お き

 
元聖徳大学教授  

（近代史研究 ) 
 

５  〃  髙橋
たかはし

美由紀
み ゆ き

 
立正大学教授  

（近世史研究）  
 

６  〃  川本
かわもと

 勝彦
かつひこ

 
寺院住職  

（金石文研究）  
○  

７  〃  上山
うえやま

 和雄
か ず お

 

國 學 院 大 學 名 誉 教 授 兼 横 浜

都市発展記念館長  

（近代現代史研究）  

 

８  〃  関
せき

  惠子
さ と こ

 
市民公益活動団体構成員  

（古文書写真資料整理）  
 

◎：委員長，○：副委員長  

 

任期：平成２９年７月１日から 令和元年６月３ ０日まで  
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職員名簿  

番  号  職  等  氏  名  

１  教 育 長  河  嶌    貞  

２  生 涯 学 習 部 長  小  貫  省  三  

３  文 化 課 長  吉  田    敬  

４  同 課  主 幹  黒  須  雅  子  

５  同 課  副 主 幹  小河原  博  志  

６  同 課  副 主 幹  大  野  和  宏  

７  同 課  主 任  高  野  博  夫  

 



   4 

次第４  報告事項  

平成３０年度事業報告及び令和元 年度事業計画について  

 

●平成３０年度事業報告  

１  市史刊行事業  

( 1 )  「柏市史 （原始古代中世  考古資料 ）」編集業務  

・編集及び，校正  

・収載する遺跡及び出土遺物の 写真や図版の収集整理・利用申請  

 同年度内に成果品納品，事業終了。  

( 2 )  （仮題 ）「柏市史 (沼南町史通史編 ）」刊行企画業務  

・２回の柏市史編さん委員会，３回の（仮題）「柏市史 (沼南町史

通史編）」編集会議における協議・検討を踏まえ，令和元 年度

からの事業化が決定。完成まで４か年を予定。  

 

２  史料保存活用事業  

( 1 )  保管古文書史料等の寄託寄贈業務  

 柏市教育委員会が保有する古文書史料の史料寄託・寄贈・返却。  

・目録作成済み古文書類点数： １０５，５１４ 点（２ ４０件）  

                （平成３１ 年３月３１日現在）  

 ・平成３０年度寄贈を受けた古文書点数： ３２６点（ １件）  

 ・   〃    寄託を受けた古文書点数：   ０点（０ 件）  

 これらは柏市の成り立ちを考え，学術的に検証していく上での

基礎資料である。  

 なお，事務局では平成１８年２月１日「柏市教育委員会古文書

整理要領」を制定し，寄贈・寄託・返却など，史料の適切な管理

作業にあたっている。  

 

( 2 )  市民ボランティアによる写真整理 （撮影年 ・場所の特定 ，分類等 ）  

・柏市は，近代以降急激な変貌を遂げ今日に至っているため，そ

の発展過程を知る上で写真史料の利 用は特に有効ととらえる。  

・一方，事務局は市史編さんの過程で収集した写真史料 約５２，

０００点（市民提供写真約５，０００点）を保有 。  

・ここ数年 ，特に いわゆるリタイア 世代において ，かつての景観

を撮影した懐かしい写真展が頻繁に開催される等の機運 が盛り
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上がっており，平成２２年度より，市民ボランティアを募集。

その協力を得ながら，写真整理を実施。  

 ※処理点数は，写真目録ファイルの入力作業済み点数。  

 

( 3 )  写真デジタル化事業  

・市史編さんの過程で収集した写真資料の中から目録を作成した

約２万点の写真（プリント写真・一部ネガ）のデジタル化。  

・デジタル化された写真のデータは，写真情報カードに画像を組

み込んで写真整理の目的のために使用。将来的にデータベース

化して公開予定。  

 

( 4 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

①旧吉田家歴史住宅写真展  

（柏市みどりの基金・フォトアーカイブス柏主催の写真展協力）  

 テーマ「セピア色の女性たち」  

 日  時：平成３０年７月２日（金）～９月９日（日）  

 場  所：旧吉田家住宅歴史公園  新蔵ギャラリー  

 内   容：明治の初期から中期頃に吉田家にて収集された女性の

写真に加え，市が保有する吉田家にゆかりの写真を展示。  

②出張写真展  

 日  時：  

   （１）平成３０年５月１６日（水）～９月１２日（水）  

   （２）平成３０年９月１２日（水）～１１月１４日（水）  

   （３）平成３０年１１月１４日（水）～継続中  

 場  所：沼南庁舎  市民交流サロン  

     柏市立図書館本館２階通路（交代展示）  

 内  容：  

   （１）柏市内の風景の移り変わり  パネル１４枚  

   （２）柏市内の団地（柏の葉も含む）  パネル１４枚  

   （３）南柏駅と団地  パネル１４枚  

 

実績  実施回数  延参加人数  処理点数  

平成３０年度  １２回  １５１人  ７７２点  
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③パレット柏写真展  

 テーマ「柏の鉄道・今むかし」  

 日  時：平成３１年１月１３日（日）～１６日（水）  

 場  所：パレット柏「柏市民ギャラリー」（柏 Day One タワー

３階）  

 主  催：柏市教育委員会  

 特別協力：フォトアーカイブス柏  

 協  力：ＪＲ東 日本東京支社・一 般財団法人東武博 物館（東武

ア ー バ ン パ ー ク ラ イ ン ）・ 首 都 圏 新 都 市 鉄 道 株 式 会 社

（つくばエクスプレス）  

 内  容：柏市の鉄道の昭和期から現在までを伝える写真展  

     総来場者数：２，４５０人  

 

( 5 )  所蔵史料の活用    

・寄贈寄託された史料は，編年別・項目別に分類整理して収蔵庫

に収納。  

・保存にとどまらず，郷土資料展示室などで市民への積極的な公

開，他の教育機関への貸し出し等を実施。（３ ９件 ３０５点）  

・活用事例  

 －ＴＶ の旅行・グルメ番組  

 －市内事業者による地元写真のパネル展示会  

 －房総のむら，鎌ケ谷郷土資料館等歴史施設への展示貸出  

 －個人の学術論文   等  

 

３  市史啓発事業  

( 1 )  歴史講演会  

「柏市の成り立ち―あなたの知らない柏市の話―」（二松学舎大学

との共催）  

第一部  「鉄道とともに発展したまち・柏」  

     講師：文化課主任  高野博夫  

第二部  「柏地域における水戸鷹場の変遷」  

     講師：二松学舎大学元講師  松尾政司 氏  

平成３１年３月１９日（火） 午前１０時００分～午前１２時００分  

会  場  二松学舎大学柏キャンパス５０１教室  
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( 2 )  古文書講読会  

柏市が保有する古文書を読みながら 地元の歴史を理解していく。  

 ①日時（計６日間）及び 参加者数（延べ人数）  

 日 付  初 級  中 級  上 級  計  

1 回 目  9 月  4 日  21 43 23 87 

2 回 目  9 月 11 日  21 42 23 86 

3 回 目  9 月 20 日  20 37 20 77 

4 回 目  10 月  9 日  17 41 23 81 

5 回 目  10 月 23 日  17 33 20 70 

6 回 目  11 月  6 日  16 33 18 67 

計   112 229 127 468 

 ②会場  沼南庁舎  大会議室   

 ③講師  柏市史編さん委員（参与）・文化課職員  

 

 ( 3 )  歴史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

・生涯学習の一環として，各近隣センター・各ふるさと協議会・

各市民団体等が要請する歴史散歩・歴史講座に対応。  

・年度内実績： ２２回実施， ８３１人受講  

・市民へ柏市の歴史に対する啓発活動を 実施することで，市民が

柏市を理解する一助となった。  

 

( 4 )  広報かしわ連載 「続 ・柏に輝いた人々」  

・さまざまな分野 で活躍した「ふる さと柏」ゆかりの 歴史上の人

物を紹 介する ため ，広報 かしわ （毎 月１５ 日号） に記 事を掲 載

し，柏市の歴史に関する情報を発信（全１２回）。  

 
掲 載 号  姓 名  性 別  分 野  概 要  

1 4/15 
牧 野
ま き の

 伸
のぶ

顕
あき

 男 性  政 治  
和 平 の 道 を 求 め ， 柏 隠 棲 後 も 戦

後 復 興 に 影 響 を 与 え た 政 治 家  2 5/15 

3 6/15 木 方
き ほ う

 敬 一
けいいち

 男 性  経 済  
現 代 建 築 物 に 多 大 な 影 響 を 与 え

た 日 本 ベ ニ ヤ 合 板 の パ イ オ ニ ア  

4 7/15 了
りょう

慧
え

 和 尚
おしょう

 男 性  宗 教  
飢 饉 に 苦 し む 農 民 の た め に 立 ち

上 が っ た 義 僧  



   8 

5 8/15 中 台
なかだい

 正 夫
ま さ お

 男 性  政 治  
手 賀 沼 を 歩 い て 渡 る 悲 願 を 実 現

さ せ た 男  

6 9/15 鈴 木
す ず き

 吉
きち

兵 衛
べ え

 男 性  文 化  
劇 場 経 営 の 黎 明 期 に 活 躍 し た 実

業 家  

7 10/15 成 島
なるしま

 憲 子
の り こ

 女 性  政 治  
布 施 か ら 誕 生 し た 千 葉 県 女 性 活

動 の リ ー ダ ー  

8 11/15 江 口
え ぐ ち

 章 子
あ や こ

 女 性  文 化  
増 尾 に 住 ん だ 奔 放 で 波 乱 に 満 ち

た 女 流 歌 人  

9 12/15 館 山
たてやま

 一 子
か ず こ

 女 性  文 化  柏 の 台 地 に 根 ざ し た 女 流 歌 人  

10 1/15 湯 浅
ゆ あ さ

 長 左
ちょうざ

衛 門
え も ん

 男 性  宗 教  
関 東 最 古 の 教 会 堂 を 支 え ， 新 時

代 を 見 据 え た リ ー ダ ー  

11 2/15 寺 嶋
てらじま

 雄
ゆう

太 郎
た ろ う

 男 性  政 治  
柏 駅 開 業 に 活 躍 し ， 現 在 の 柏 発

展 の 礎 を 築 い た 男  

12 3/15 山 崎
やまざき

 弁
べん

栄
ねい

 男 性  宗 教  鷲 野 谷 が 生 ん だ 大 正 の 法 然  
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●令和元年度事業計画について  

 

１  市史刊行事業  

( 1 )（仮題 ）「柏市史 （沼南町史通史編 ）」刊行業務  

・合併前からの旧沼南町の継続事業。  

・本年度 ・令和２年度に企画検討・調査・執筆，令和３年度に編

集，令和４年度に印刷製本・刊行を予定 。  

 

２  史料保存活用事業  

( 1 )  保管古文書史料等の寄贈寄託業務  

( 2 )  市民ボランティアによる写真資料の整理  

( 3 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

  テーマ： 柏歴史写真展 「今につづく柏の道」（予定）  

 日  時：令和元年８月１５日～８月１８ 日  

 場  所：柏市民ギャラリー（柏市民パレット内）  

 内  容：市内の幹線道路の変遷から郷土の歴史を伝える 。  

 その他：本市所蔵の江戸 ・明治期の道に関する 村絵図 も展示。  

( 4 )  写真デジタル化事業  

( 5 )  収蔵史資料の活用  

( 6 )  柏市文化財保護活用地域計画策定支援 （新 ）  

・古 文 書 等 史 料 を 含 め た 市 内 文 化 財 に つ い て ， そ の 保 護 活 用 の 基

本方針や具体方策 等について整理・設定していくもの。  

３  市史啓発事業  

 ( 1 )  歴史講演会  

 ( 2 )  歴史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

 ( 3 )  古文書講読会  

 ①日  時  令和元年９月３日・２０日・３０日，１０月１５ 日，  

      １１月１４日・１８日（計６日間）  

        (1)初 級コース (2)中級コース (3)上級コース  同日開催  

 ②会  場  沼南庁舎  大会議室   

 ③講  師  柏市史編さん委員・文化課職員 （いずれも予定情報）  

 ( 4 )  山崎弁栄上人没後百年顕彰事業 （新 ）  

  ・ 郷 土 資 料 展 示 室 に て 展 示 会 開 催 （ 年 明 け ）， 鷲 野 谷 地 域 観 光

案内説明版設置事業 において弁栄上人 の掲載 ・採用 予定。  

                            以上  
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柏市史編さんの基本的な考え方  －市史編さん基本方針－  

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 決 定  
 

１  策 定 の 趣 旨  

こ の 基 本 方 針 は ， 本 市 が 市 史 編 さ ん 事 業 を 行 う に 当 た り ， 柏 市 第 五

次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で 示 さ れ た 本 市 の 将 来 都 市 像 「 未 来 へ つ づ く 先

進 住 環 境 都 市 ・ 柏 ～ 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 交 流 拠 点 ～ 」 の 実 現

に 向 け ， 市 史 編 さ ん の 方 向 性 を 示 す と と も に ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 拠 り

ど こ ろ と す る た め に 策 定 す る も の で あ る 。  

 

２  市 史 編 さ ん の 定 義  

本 基 本 方 針 に い う 「 市 史 編 さ ん 事 業 」 の 定 義 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 市 民 全 般 ・ 市 内 外 に 残 る ， 柏 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 民 俗 ・ 自 然 等 に 関 連

す る 資 料 全 般 を 収 集 し て 系 統 的 に 解 明 ・ 調 査 研 究 を 加 え て 出 版 す る 。  

 (2) 収 集 し た 歴 史 資 料 は 本 市 及 び 市 民 の 共 有 財 産 で あ り ， 本 市 を 理 解 し

よ り よ い 「 ま ち づ く り 」 の 基 本 資 料 と し て 保 存 管 理 し ， 活 用 し て い く 。  

 

３  基 本 方 針 の 期 間  

本 基 本 方 針 の 実 施 期 間 は ， 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ２ 年 度 ま で の ５ 年

間 と し ， 必 要 に 応 じ 事 業 内 容 の 見 直 し を 行 う 。 な お ， 計 画 の 実 施 に 当 た

っ て は ， 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 及 び 予 算 に 反 映 さ せ る こ と に よ り ， そ の 実

現 を 図 る も の と す る 。  

 

４  市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的  

市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 近 世 ・ 近 代 に お け る 行 政 の 区 分 を 超 え ， 広 い 視 野 か ら 柏 の 歴 史 的 な

位 置 を 明 ら か に す る 。  

 (2) 市 民 が 地 域 理 解 を 通 じ て 愛 郷 心 を 高 め る 基 盤 と し ， 継 続 的 に 市 民 自

ら が 行 う ま ち づ く り に 役 立 て る 。  

 (3) 新 た に 確 認 さ れ た 歴 史 資 料 の 検 証 を 通 し て ， 柏 の 歴 史 や 伝 統 文 化 を

改 め て 見 直 す こ と に よ り ， 本 市 の 発 展 及 び 文 化 の 向 上 に 資 す る 。  

 (4) 柏 に 関 す る 古 文 書 ・ 考 古 資 料 ・ 写 真 ・ 金 石 史 料 ・ 伝 承 等 の 有 形 ・ 無

形 の 歴 史 資 料 を 整 理 ・ 保 存 ・ 管 理 し ， 後 世 に 伝 え る と と も に ， 現 在 及 び

将 来 の 活 用 を 図 る 。  

 

５  市 史 編 さ ん 事 業 の 基 本 方 針  

市 史 は ， 次 の 基 本 方 針 に 基 づ き 編 さ ん す る も の と す る 。  

 (1) 既 刊 の 『 柏 市 史 』 『 沼 南 町 史 』 を は じ め ， こ れ ま で の 市 内 外 の 諸 研

究 を 参 考 と す る と と も に ， 各 学 問 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 を 盛 り 込 み ，

生 活 す る 市 民 の 視 点 か ら 編 さ ん す る 。  

 (2) 旧 沼 南 地 区 の 通 史 の 完 成 と ， 旧 柏 地 区 の 増 加 し た 資 料 に 基 づ く 知 見

を 含 め た 未 刊 行 分 の 編 集 作 業 を 市 史 刊 行 の 二 つ の 柱 と す る 。  

 (3) 広 く 市 民 に 親 し ま れ る よ う ， 写 真 や 図 版 を 多 く 取 り 入 れ る ほ か ， Ｄ

Ｖ Ｄ 等 の メ デ ィ ア 活 用 も 考 慮 し て ， ま ち づ く り や 生 涯 学 習 ， 学 校 教 育 等

で 活 用 さ れ る 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (4) 歴 史 資 料 の 検 証 に 基 づ く ， 質 の 高 い 学 術 レ ベ ル に 耐 え う る 記 載 内 容

を 保 ち な が ら ， 平 易 な 文 章 で 読 み や す い 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (5) 本 市 は 近 現 代 に 急 速 な 都 市 化 と と も に 大 き く 変 貌 を 遂 げ ， 開 発 に 伴

い 関 係 資 料 の 散 逸 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 行 政 資 料
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を 中 心 に 早 急 な 調 査 を 実 施 す る 。  

 (6) 編 さ ん の 過 程 で 調 査 ・ 収 集 し た 原 資 料 ， 複 写 新 聞 記 事 な ど の ２ 次 資

料 は ， 将 来 に 向 け て 収 蔵 庫 で 適 正 に 保 存 ・ 管 理 し ， 柏 市 郷 土 資 料 展 示 室

等 で 広 く 市 民 に 公 開 ・ 閲 覧 し て 活 用 に 努 め る 。  

 (7) 歴 史 資 料 は ， 市 内 外 か ら 広 く 収 集 し ， 有 形 の も の だ け で な く ， 伝 承

等 無 形 の も の に も 配 慮 し て 収 集 す る 。  

 (8) 歴 史 資 料 は 柏 市 の 発 展 過 程 を 検 証 す る 基 礎 資 料 で あ り ， 「 ま ち づ く

り 」 に も 活 用 す べ き こ と を 踏 ま え ， 将 来 に お け る 市 民 と の 情 報 共 有 に

配 慮 し た 整 理 作 業 を 行 う 。  

 (9) こ れ ま で の 合 併 の 経 過 を 踏 ま え ， 柏 の 地 域 的 ・ 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 特

性 を 基 に し な が ら 編 さ ん す る 。  

 

６  市 民 協 働  

市 史 編 さ ん に 当 た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 愛 郷 心 昂 揚 の 視 点 か ら ， 次

の 方 針 に よ り 市 民 協 働 を 進 め る も の と す る 。  

 (1) 市 民 に よ る 歴 史 資 料 整 理 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 図 る 等 ， 市 民 参 加 ・

参 画 の 機 会 の 拡 大 に 努 め る 。  

 (2) 市 民 又 は 地 域 の 方 々 ， 大 学 等 と 協 働 し ， 地 域 の 歴 史 を 掘 り 起 こ す こ

と に 努 め る 。  

 (3) 地 域 の 研 究 団 体 や 個 人 ， 学 校 等 と 連 携 し ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 普 及 に

努 め る と と も に ， 次 世 代 に 向 け た 人 材 育 成 を 図 る 。  

 (4) 歴 史 講 演 会 ・ 市 民 講 座 ・ 歴 史 散 歩 ・ 古 文 書 講 読 会 等 の 事 業 を 通 し て ，

郷 土 理 解 ・ 地 域 の 活 性 化 に よ り ， 市 民 の 協 働 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  
 

７  市 史 の 内 容  

今 後 刊 行 す る 市 史 は ， 通 史 １ 冊 ， 史 料 集 ３ 冊 の 全 ４ 冊 と す る 。  

 (1) 〈 通  史 〉   （ 仮 称 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史 通 史 編 ）  

 (2) 〈 資 料 集 〉   ① 柏 市 史 （ 原 始 古 代 中 世  考 古 資 料 ）  

         ② 柏 市 史 （ 史 料 編  花 野 井 吉 田 家 文 書 ）  

         ③ 柏 市 史 （ 近 現 代 史 料 ）  
 

８  市 史 編 さ ん 刊 行 計 画  

 (1) 通 史 及 び 資 料 集 の 刊 行 計 画 は 別 表 の と お り と す る 。  

 (2) 刊 行 計 画 は ， 資 料 の 収 集 状 況 や 資 料 調 査 の 進 捗 状 況 ・ 財 政 状 況 等 を

勘 案 し ， お よ そ ３ 年 後 を 目 途 に 見 直 し を 行 う こ と と す る 。  
 

９  頒 布 方 法  

市 史 の 頒 布 に 当 た っ て は ， 市 民 が 購 入 し や す い 価 格 設 定 ， 方 法 と な る

よ う 努 め る も の と す る 。  
 

１ ０  付 帯 事 業  

 (1) 市 史 編 さ ん 事 業 の 付 帯 事 業 と し て ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 市 民 へ の 普 及

を 図 る た め の 啓 発 書 『 歴 史 ガ イ ド か し わ 』 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 初 版 刊 行 ，

四 六 版 ２ ４ ８ ペ ー ジ ， ３ ， ０ ０ ０ 部 ） ， 学 術 研 究 に 資 す る 『 市 史 研 究 』

及 び 本 市 の 近 現 代 の 発 展 を 記 録 し た 『 写 真 集 』 を 刊 行 す る 。  

 (2) 市 史 の 市 民 へ の 普 及 を 図 る た め ， 歴 史 年 表 等 の 刊 行 に つ い て 検 討 す

る 。  
 

１ １  そ の 他  

市 史 編 さ ん 事 業 を 進 め る に 当 た っ て は ， こ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 の 趣

旨 を 広 く 市 民 に 伝 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

柏 市 史 編 さ ん 委 員 会  
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○ 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 設 置 条 例   

昭 和 4 2 年 1 0 月 2 日  

条 例 第 3 5 号  

(設 置 の 目 的 )  

第 1 条  本 市 の 歴 史 的 発 展 過 程 を 系 統 的 に 解 明 し ， も つ て 市 勢 発 展

と 市 民 の 愛 郷 心 の 昂 揚 を は か る た め ， 市 史 の 編 さ ん を 企 図 し ， 柏 市

史 編 さ ん 委 員 会 ( 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

(委 員 会 の 任 務 )  

第 2 条  委 員 会 は ， 市 史 の 編 さ ん に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め ， 必 要 な

資 料 の 収 集 と 研 究 を 行 な い 編 さ ん 業 務 に あ た る 。  

(組 織 )  

第 3 条  委 員 会 は ， 委 員 1 0 人 以 内 で 構 成 し ， 学 識 経 験 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

2  委 員 会 に ， 委 員 長 及 び 副 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め

る 。  

3  委 員 長 は ， 委 員 会 を 代 表 し ， 編 さ ん 業 務 を 統 理 す る 。  

4  副 委 員 長 は ， 委 員 長 を 補 佐 し ， 委 員 長 に 事 故 あ る と き は ， こ れ を

代 理 す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(会 議 )  

第 4 条  委 員 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 長 が 招 集 し ， そ の 議 長

と な る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 全 改 )  

(任 期 )  

第 5 条  委 員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(参 与 )  

第 6 条  市 史 編 さ ん 上 必 要 と 認 め る と き は ， 専 門 的 意 見 を 徴 し ， 又

は 執 筆 を 求 め る た め に 参 与 を 置 く こ と が で き る 。  

2  参 与 は ， 学 識 経 験 者 の う ち か ら ， 市 長 が 委 嘱 す る 。  

3  参 与 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 参 与 の 任 期 は ， 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

(平 1 7 条 例 4 0・ 一 部 改 正 )  

(庶 務 )  

第 7 条  委 員 会 の 庶 務 は ， 市 長 の 定 め る 機 関 に 職 員 を お き ， こ れ を

処 理 す る 。  

(委 任 )  

第 8 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 (平 成 1 7 年 条 例 第 4 0 号 )  

こ の 条 例 は ， 平 成 1 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  
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